
人工知能(AI)の代表的な機能

“IBM Watson Discovery”

を触ってみよう！

ハンズオンセミナー ～超初級編～

世界で一番有名な人工知能(AI)『IBM Watson』の機能のうち
代表的機能『Discovery』の超初級者向けハンズオンセミナー開催！

【開催概要】

セミナー名称
『IBM Watson Discovery』を触ってみよう！

ハンズオンセミナー～超初級編～

主催
協賛

株式会社シーアイエス
日本アイ・ビー・エム株式会社

開催日時 2019年9月18日（水）14：00 ～ 17：00（受付開始 13：30）

開催会場 株式会社シーアイエス 8F 研修室

定員
参加条件

4名様 ※参加条件：Windowsの基本的操作(コマンドプロンプト等)ができること
同一企業・団体様からは2名様で1台の環境でお願いさせていただくことがあります。
同業他社様からのお申し込みは、お断りさせていただく場合がございます。

参加費用 無料

申込期限 2019年9月12日（木）

【お申し込み方法】

弊社ホームページからお申し込みください。

URL ⇒ https://www.cisjp.com ［セミナー・イベント」 より

※ 申し込み確認の受講票は発行いたしませんのでご了承下さい。

CIS Seminar 2019

AIに関して超初級編設定のため、参加条件をご確認の上お申し込みください

AIという言葉があふれている昨今、企業内でAIの活用をお考えの企業様も多いことと存じます。
本セミナーでは、AI機能のうち「IBM Watson Discovery」を〈コマンドレベルで操作する〉〈学習のさせ方〉など、
AI開発の基礎となるステップをご体感いただけます！
また、IBM Watson Discoveryの機能も活用し、弊社が開発した 『企業内情報検索サービス ArrowSearch』を
開発秘話も織り交ぜご紹介いたします。
セミナー受講後にはIBM Watsonサービスにどの様なものがあるかを理解し、

Watson DiscoveryサービスにてAPI利用した簡単な検索システム構築を体得できます。



本セミナーに関してご不明な点などございましたら、下記までお問い合わせください。

株式会社シーアイエス
ソリューションサービス営業部 出見世（でみせ）
TEL：052-261-2197 E-mail：solseminar@cisjp.com

株式会社シーアイエス 8F 研修室

名古屋市中区栄３－１１－３１ グラスシティ栄

14:00 受付開始

14:00-14:05 オープニング

14:05-14:40 Watson Discovery概要
1. Watson Discoveryとは
2. Watson Discovery機能説明

14:40-16:15
(途中休憩 10分)

ハンズオン

Watson Discoveryの基本プロセスをご体験いただけます
1. 環境の作成
2. コレクションの作成
3. 文書の追加
4. 質問・クエリの実行
5. 学習データ作成の方法
6. 学習結果の検証

16:15-16:45
ArrowSearch
デモンストレーション，体験

Watson Discoveryを活用して弊社にて開発した
『企業内情報検索サービスArrowSearch』について
ご紹介・ご体験いただけます

16:45-16:55 質疑応答

16:55-17:00 クロージング

• 地下鉄伏見駅下車 徒歩10分
• 地下鉄栄駅下車 徒歩15分
• 地下鉄矢場町駅下車 徒歩12分

※当日は駐車場をご用意しておりませんので、
公共交通機関をご利用ください。

【セミナーアジェンダ】

【会場のご案内】

『IBM Watson Discovery』 を触ってみよう！ハンズオンセミナー～超初級編～
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【セミナーに関するお問い合わせ】

〒460-0008 名古屋市中区栄３－１１－３１ グラスシティ栄９F
ホームページ：https://www.cisjp.com

※タイトル・内容は、予告なく変更させていただく場合がございます。
※ここに記載されている製品名または商品名は各社の商標または登録商標です。


